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光
圀
に
招
か
れ
て
水

戸
・
天
徳
寺
（
の
ち
祇

園
寺
）
に
住
持
し
ま
し

た
。
能
書
家
と
し
て

知
ら
れ
、
篆
刻
や
画

に
通
じ
、
琴
に
も
堪

能
で
、
そ
の
演
奏
法

を
伝
え
ま
し
た
。
こ

の
東
皐
に
始
ま
る
流

れ
が
、
儒
教
の
学
者

や
文
人
の
間
に
流
行

し
、
琴
士
と
呼
ば
れ

る
人
々
を
輩
出
し
ま

す
。
そ
こ
に
は
江
戸

時
代
の
中
国
趣
味
の

流
行
と
い
う
側
面
も

あ
り
ま
し
た
。
彦
根

に
も
、「
琴
書
を
楽
し

み
て
隠
を
全
せ
り
」
と
い
わ
れ
た
、
儒
者
の

沢
村
琴
所
（
１
６
８
６
〜
１
７
３
９
）
の
よ

う
に
、
琴
に
親
し
む
人
が
い
た
よ
う
で
す
。

琴
の
実
物
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
井
伊

家
伝
来
の
楽
器
の
中
に
、
中
国
・
明
時
代
の

制
作
と
見
ら
れ
る
古
琴
が
あ
り
ま
す
（
写
真

２
）。
付
属
す
る
文
政
11
年
（
１
８
２
８
）
の

書
付
に
は
、
か
つ
て
の
所
持
者
を
、「
木
下
若

狭
守
勝
俊
、
長
嘯
子
と
号
す
」
と
し
て
い
ま

す
。
木
下
長
嘯
子
（
１
５
６
９
〜
１

６
４
９
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
妻
高
台

院
（
北
政
所
）
の
兄
の
子
で
、
福
井

の
小
浜
城
主
で
し
た
。
歌
人
と
し
て

知
ら
れ
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
に
は
、

剃
髪
し
て
京
都
に
閑
居
し
ま
し
た
。

長
嘯
子
が
琴
を
弾
い
た
か
ど
う
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
東
皐
が
や
っ

て
く
る
前
で
す
か
ら
、
本
格
的
な
琴

の
弾
法
を
伝
え
る
人
は
い
な
か
っ
た

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
文
人

の
必
需
品
で
あ
る
琴
を
、
古
く
珍
し

い
も
の
を
尊
ぶ
「
古
玩
」
趣
味
か
ら

所
持
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
徳
川

家
康
（
１
５
４
２
〜
１
６
１
６
）
が
、

中
国
・
宋
時
代
の
老
竜
吟
と
い
う

琴
（
徳
川
美
術
館
蔵
）
を
、
漢
詩
人
・

石
川
丈
山
（
１
５
８
３
〜
１
６
７

２
）
が
、
明
時
代
の
琴
（
詩
仙
堂
蔵
）
を
所
持

し
て
い
た
よ
う
に
、
古
琴
は
、
伝
統
的
な
中

国
文
化
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
ス

テ
ー
タ
ス
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員

藤

望
）

長
嘯
子
所
持
と
伝
え
る
七
絃
琴
は
、
常
設

展
、
”
ほ
ん
も
の
と
の
出
会
い
“
で
展
示
し
ま

す
。（
４
月
16
日

〜
５
月
19
日

）

一
方
、
も
と
も
と
「
琴
」
は
、
絃
楽
器
全

般
を
指
し
、
琵
琶
の
琴
・
箏
の
琴
と
い
う
ふ

う
に
使
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
や
や
こ
し
い
こ
と
に
、「
琴
」

（
こ
と
）
と
は
別
に
、「
琴
」（
き
ん
）
と
い
う
楽

器
が
あ
る
の
で
す
。
七
絃
琴
を
指
し
ま
す
。

こ
れ
も
中
国
伝
来
の
楽
器
で
、
全
長
約
１
２

０

、
雅
楽
の
箏
と
は
、
形
も
大
き
さ
も
異

な
り
ま
す
。
中
国
で
は
、
琴
棋
書
画
（
琴
・

囲
碁
・
書
道
・
絵
画
）
が

、
士
君
子
（
知
識
人
）

の
嗜
み
と
さ
れ
ま
し
た
。
な
か
で
も
琴
は
、

清
ら
か
で
奥
深
い
精
神
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

し
て
重
視
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
１
）。
実
際
、

琴
の
音
を
聞
い
て
み
る
と
、
静
か
に
心
を
澄

ま
し
て
味
わ
う
、
微
妙
な
音
色
で
す
。
奈
良

時
代
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
感

性
に
は
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
平
安
時
代

中
期
に
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
百
年
の
時
を
経
て
、
江
戸
時

代
の
延
宝
５
年
（
１
６
７
７
）、
中
国
か
ら

心
越
興

（
号
東
皐
、
１
６
３
９
〜
９
５
）

と
い
う
禅
宗
の
僧
が
や
っ
て
き
ま
す
。
徳
川

「
琴
」（
こ
と
）
と
い
う
と
、
私
た
ち
は
、
邦

楽
の
山
田
流
や
生
田
流
の
13
絃
の
琴
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
来
「
箏
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
原
型
に
な
っ
た

の
が
、
雅
楽
の
箏
で
す
。
箏
は
、
同
じ
13
絃

で
、
全
長
約
１
９
０

、
奈
良
時
代
に
中
国

か
ら
伝
え
ら
れ
、
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
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